
株式会社グローセンパートナー 執行役員・ディレクター　吉岡利之
人事用語辞典
■■■■■■■■いま さ ら 聞 け な い

　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。
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2024.10

第51回

今
回
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
組
織
と
個
人
の

双
方
向
の
関
係
で
成
り
立
つ

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
定
義
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
の
内
容
が
出
て

き
ま
す
。
公
的
な
資
料
の
定
義
を
引
用
す
る
と
、『
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
に
つ
い

て
』※１
と
い
う
資
料
で
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は「
働

き
手
に
と
っ
て
、
組
織
目
標
の
達
成
と
自
ら
の
成
長
の

方
向
が
一
致
し
、
仕
事
へ
の
や
り
が
い
・
働
き
が
い
を

感
じ
る
中
で
、
組
織
や
仕
事
に
主
体
的
に
貢
献
す
る
意

欲
や
姿
勢
を
示
す
概
念
」と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
厚
生
労
働
省
の『
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
』※２
で
は
、「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
仕
事

に
や
り
が
い
（
誇
り
）
を
感
じ
、
熱
心
に
取
り
組
み
、

仕
事
か
ら
活
力
を
得
て
い
る
状
態
を
さ
し
、
個
人
と
仕

事
と
の
関
係
に
着
目
し
た
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

と
、
所
属
組
織
へ
の
貢
献
意
欲
を
さ
し
、
個
人
と
組
織

と
の
関
係
に
着
目
し
た
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

二
種
類
が
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
み
ら
れ
る
定
義
も
含

め
て
一
致
し
て
い
る
の
は
、「
組
織
」
と
「
個
人
（
働
き

手
）」
の
双
方
向
の
関
係
が
主
体
的
な
組
織
や
仕
事
へ

の
貢
献
意
欲
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
点
で
す
。

従
業
員
満
足
度
や
企
業
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ（
忠
誠
心
）

と
混
同
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
個
人
か
ら
組
織

へ
の
一
方
向
的
な
思
い
で
あ
る
点
や
、
主
体
的
な
貢
献

意
欲
な
ど
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い

点
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
が
目
標
に
向
け

て
主
体
的
に
行
動
す
る
ワ
ー
ク
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
も

双
方
向
性
と
い
う
観
点
か
ら
異
な
る
用
語
で
す
。
た
だ

し
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
が
、
従
業
員
満
足
度

や
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
、
ワ
ー
ク
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
好

影
響
を
及
ぼ
す
と
も
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
各
々
関
連

し
て
い
る
用
語
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
現
状

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
概
念
的
な
用
語
で
は
あ
り
ま

す
が
、
現
状
を
測
定
し
数
値
化
す
る
こ
と
は
可
能
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
の
は
、
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
※３
の State

of  the G
lob

al W
orkplace

で
、“
日
本
の
従
業
員
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
は
低
い
”と
い
う
調
査
結
果
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
読
者
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
新
の「
２
０
２
４ Report

」を
参
照
す
る
と
エ
ン

ゲ
ー
ジ
し
て
い
る
日
本
の
従
業
員
は
６
％
と
東
ア
ジ
ア

地
域
で
最
低
水
準
に
あ
り
ま
す（
高
水
準
は
モ
ン
ゴ
ル

41
％
、
中
国
19
％
で
す
）。
ま
た
、
２
０
２
３
年
版
の

資
料
※４
に
経
年
の
推
移
が
載
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
２

「エンゲージメント」

※１　�『経済財政運営と改革の基本方針 2022 について』（令和４年６月７日閣議決定）�
�https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/cabinet/honebuto/2022/2022_basicpolicies_ja.pdf

※２　「ワークエンゲージメントとは」『働き方・休み方改善ポータルサイト』https://work-holiday.mhlw.go.jp/work-engagement/
※３　ギャラップ社……アメリカ最大の調査会社。世論調査や従業員意識調査などを実施
※４　『2023 年版�ギャラップ職場の従業員意識調査：日本の職場の現状�リーダーのための５つの洞察』



■■■■■■■■
人事用語辞典
い ま さ ら聞 け ない

エルダー

０
１
２
年
か
ら
２
０
２
２
年
に
か
け
て
グ
ロ
ー
バ
ル
の

13
％
～
23
％
と
右
肩
上
が
り
の
水
準
に
対
し
て
、
日
本

は
７
％
～
５
％
と
低
水
準
を
推
移
し
て
い
る
状
態
に
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
の
調
査
で
は
、
少
々
古
い
で
す
が
、『
令

和
元
年
版　
労
働
経
済
の
分
析
』※５
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
詳
し
い
解
説
と
分
析
が
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
「
活
力
」、「
熱
意
」、「
没

頭
」
の
三
つ
が
揃
っ
た
状
態
と
し
、
こ
れ
ら
を
測
定
す

る
た
め
の
質
問
回
答
に
基
づ
き
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
ス

コ
ア
を
算
出
し
、
日
本
に
お
け
る
働
き
が
い
の
現
状
を

示
し
て
い
ま
す
。
概
況
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
が
図

表
で
す
。
特
徴
的
な
の
は
加
齢
ま
た
は
職
位
・
職
責
の

高
ま
り
に
と
も
な
っ
て
、
ス
コ
ア
が
高
ま
っ
て
い
る
点

で
す
。
特
に
、
60
歳
以
上
の
ス
コ
ア
が
ほ
か
の
年
齢
層

と
比
較
し
て
、
突
出
し
て
高
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
、

高
齢
者
雇
用
の
推
進
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
高
い
社

員
の
活
用
に
つ
な
が
る
点
が
う
か
が
え
ま
す
。一
方
で
、

こ
れ
か
ら
長
い
職
業
人
生
に
お
け
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
若
手
層
の
ス
コ
ア
が
低
い
点
が
課
題
と
も
と
ら
え
ら

れ
ま
す
。

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
に
向
け
た
取
組
み

労
働
経
済
の
分
析
の
な
か
で
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、
個
人
・
企
業
の
労
働
生
産
性

の
向
上
に
つ
な
が
る
可
能
性
や
、「
職
業
人
生
は
可
能
な

限
り
長
い
方
が
望
ま
し
い
」と
感
じ
る
労
働
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
は
、
現
在
の
日
本
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
や
人
手
不
足
の
解

消
策
の
一
部
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
政
府
と
し
て
も『
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
に
つ
い
て
』

の
な
か
で
、「
人
的
資
本
投
資
の
取
組
と
と
も
に
、
働
く

人
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
生
産
性
を
高
め
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
働
き
方
改
革
を
進
め
」と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
業
績
の
向
上
や
人
材
の
定
着
に
つ
な
が

る
と
し
て
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
施
策
に
具
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
も
多
く
あ
り
ま
す
。『
令
和

元
年
版　
労
働
経
済
の
分
析
』の
な
か
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
高
い
勤
め
先
企
業
で
実
施
さ
れ
て
い
る
雇
用
管

理
と
い
う
調
査
（
第
２－（
３
）－20
図
、
P
２
１
３
）
が
あ

り
ま
す
が
、「
能
力
・
成
果
等
に
見
合
っ
た
昇
進
や
賃
金

ア
ッ
プ
」、「
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
」、「
職
場
の
人
間
関

係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
」、「
人
事
評
価
に

関
す
る
公
正
性
・
納
得
性
の
向
上
」、「
仕
事
と
育
児
の

両
立
支
援
」
な
ど
が
実
施
率
の
上
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、『
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
』で
、

各
社
の
具
体
的
な
取
組
み
事
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
多
く
の
企
業
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
調
査
ツ
ー

ル
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
用
い
て
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
実
態

を
把
握
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
施
策
を
実
施
す
る
こ

と
を
継
続
的
に
く
り
返
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
は
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
状
態
を
と
ら
え
る

概
念
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
一
過
性
の
対
応
で
は
な
か
な

か
向
上
に
は
つ
な
が
ら
な
い
点
に
注
意
が
必
要
で
す
。

次
回
は
、「
労
働
基
準
法
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
※５　�『令和元年版　労働経済の分析　─人手不足の下での「働き方」をめぐる課題について─』（厚生労働省）

https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/roudou/19/19-1.html�
ここでは、ワーク・エンゲイジメントと表現されているが、本稿ではエンゲージメントで統一した

出典：『令和元年版　労働経済の分析』厚生労働省

図表　エンゲージメントスコアの概況（抜粋）

資料出所（独）労働政策研究・研修機構「人手不足等をめぐる現状と働き方等に関する調査（正社員調査票）」（2019年）の個票を
厚生労働省政策統括官付政策統括室にて独自集計

（注） エンゲイジメント・スコアは、調査時点の主な仕事に対する認識として、「仕事をしていると、活力がみなぎるように感じる」（活力）、
「仕事に熱心に取り組んでいる」（熱意）、「仕事をしていると、つい夢中になってしまう」（没頭）と質問した項目に対して、「いつも感
じる（＝ 6 点）」「よく感じる（＝ 4.5 点）」「時々感じる（＝3 点）」「めったに感じない（＝1.5 点）」「全く感じない（＝ 0 点）」とした
上で、「活力」「熱意」「没頭」の 3 項目全てに回答している16,579 サンプルについて、1項目当たりの平均値として算出している。
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2024.12

第52回

今
回
は
、
労
働
基
準
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

労
働
基
準
法
は
“
最
低
限
”
の
基
準

労
働
基
準
法（
労
基
法
）と
は
、
労
働
条
件
の
“
最

低
基
準
”
を
定
め
た
法
律
で
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
労

働
条
件
に
関
す
る
契
約
も
近
代
法
律
の
考
え
方
の
基
本

で
あ
る
契
約
自
由
の
原
則
※１
に
の
っ
と
り
、
労
働
者
と

使
用
者（
雇
用
主
等
）の
対
等
な
立
場
で
の
契
約
で
行

え
ば
よ
い
の
で
す
が
、
労
働
者
は
経
済
力
の
弱
さ
か
ら

不
公
平
な
契
約
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
国
家
が
雇
用
関
係
に
直
接
的
に
介
入
す
る
こ
と

で
、
労
働
者
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ

た
の
が
労
働
基
準
法
で
す
。
最
低
基
準
を
定
め
て
い
る

と
い
う
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
当
然
な
が
ら
基
準
を
下
回

る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
条
文
の
第
一
条
で
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
制
定
の
経
緯
も
み
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
労
働
基
準
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
太
平

洋
戦
争
終
戦
後
の
１
９
４
７（
昭
和
22
）年
第
92
回
帝
国

議
会
に
お
い
て
で
す
。
こ
こ
で
の
労
働
基
準
法
の
提
案

理
由
に
、「
戦
前
わ
が
国
の
労
働
条
件
が
劣
悪
な
こ
と
は
、

国
際
的
に
も
顕
著
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。（
略
）
日
本

再
建
の
重
要
な
役
割
を
担
当
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、

国
際
的
に
是
認
さ
れ
て
い
る
基
本
的
労
働
条
件
を
保
障

し
、
も
っ
て
労
働
者
の
心
か
ら
な
る
協
力
を
期
待
す
る
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
よ
り
前
に
、
１
９
１
６
（
大
正
５
）

年
に
施
行
さ
れ
た
工
場
法
と
い
う
労
働
者
保
護
の
た
め

の
法
律
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、『
女
工
哀
史
※２
』
な
ど
の

実
態
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
適
用
範
囲
は
限
定
的
で
、

年
少
者
、
女
子
に
関
す
る
保
護
内
容
も
初
期
の
過
渡
的

な
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
１

９
４
６
年
に
交
付
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
の
第
27
条
第
２

項
の
「
賃
金
、
就
業
時
間
、
休
息
そ
の
他
の
勤
労
条
件

に
関
す
る
基
準
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。」
を
根
拠

と
し
て
、
国
際
的
な
基
本
的
労
働
条
件
を
保
障
す
る
こ

と
で
、
終
戦
後
の
日
本
の
産
業
復
興
に
向
け
て
労
働
者

の
協
力
を
う
な
が
そ
う
と
し
た
の
が
労
働
基
準
法
で
す
。

こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
労
働
基
準
法
の
目
的
の
根

底
に
あ
る
の
が
、
労
働
者
保
護
の
考
え
で
す
。
労
働
に

か
か
わ
る
法
律
は
、総
称
し
て
労
働
法
と
い
い
ま
す
が
、

な
か
で
も
労
働
基
準
法
は
労
働
保
護
法
の
基
本
と
な
る

法
律
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
基
準
法
の
概
要
と
近
年
の
改
正
動
向

労
働
基
準
法
の
目
的
を
押
さ
え
た
と
こ
ろ
で
、
内
容

に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
紙
面
の
都
合
も
あ
る

の
で
代
表
的
な
項
目
※３
を
列
記
し
ま
す

・
第
一
章　
総
則
…
労
働
条
件
の
原
則
や
決
定
、
男
女

同
一
賃
金
の
原
則
等

・
第
二
章　
労
働
契
約
…
契
約
の
期
間
、
労
働
条
件
の

「労働基準法」

※１　契約自由の原則……私人の契約による法律関係については私人自らの自由な意思に任されるべきであって、国家は一般的にこれに干渉すべきではないとするもの
※２　『女工哀史』……�細井和喜蔵（ほそいわきぞう）著、大正14（1925）年改造社刊。近代日本の経済発展をになった大機械制工場下の紡績業に従事する「女工」

の過酷な労働環境の実態を記録したもの
※３　詳細な内容は、条文をご確認ください。　https://laws.e-gov.go.jp/law/322AC0000000049
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明
示
、
解
雇
制
限
と
解
雇
の
予
告
等

・
第
三
章　
賃
金
…
賃
金
の
支
払
い
方
法
（
直
接
払
、

通
貨
払
、
毎
月
払
）、
休
業
手
当
等

・
第
四
章　

労
働
時
間
等
…
労
働
時
間
（
一
日
８
時

間
・
週
40
時
間
、
変
形
労
働
時
間
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
）、
休
憩
・
休
日
の
付
与
時
間
・
日
数
、
時
間
外

及
び
休
日
の
労
働（
労
使
協
定
の
締
結
）、
時
間
外
・

休
日
及
び
深
夜
勤
務
の
割
増
賃
金
、
時
間
計
算
（
労

働
時
間
の
通
算
、
み
な
し
労
働
、
裁
量
労
働
）、
年
次

有
給
休
暇
の
付
与
方
法
・
日
数
、
労
働
時
間
等
に
関

す
る
規
定
の
適
用
除
外（
管
理
監
督
者
）等

・
第
六
章
の
二　
妊
産
婦
等･･･

危
険
・
有
害
な
業
務

の
就
業
制
限
・
禁
止
、
産
前
産
後
の
休
業
・
労
働
時

間
・
深
夜
勤
務
の
扱
い
等

・
第
八
章　
災
害
補
償
…
休
業
補
償
、
障
害
補
償
、
遺

族
補
償
等

・
第
九
章　
就
業
規
則
…
作
成
及
び
届
出
の
義
務
、
意

見
聴
取
手
続（
労
働
組
合
・
労
働
者
過
半
数
代
表

者
）、
法
令
・
労
働
協
約
・
労
働
契
約
と
の
関
係
等

・
第
十
一
章　
監
督
機
関
…
労
働
基
準
主
管
局
・
都
道

府
県
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
の
職
員
及
び
権
限

・
第
十
三
章　
罰
則
…
罰
金
、
懲
役
等

昔
か
ら
み
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
項
目
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
基
準
法
は
、
社
会
の
課
題

や
要
請
に
応
じ
て
か
な
り
の
頻
度
で
内
容
が
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
直
近
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
・

２
０
２
４
年
施
行
の
改
正
で
は
、
柔
軟
な
働
き
方
の
促

進
に
と
も
な
う
裁
量
労
働
制
の
適
用
要
件
見
直
し
※４
、

有
期
契
約
労
働
者
の
無
期
転
換
円
滑
化
に
向
け
た
労
働

条
件
明
示
の
ル
ー
ル
見
直
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

等
の
浸
透
に
対
応
す
る
た
め
の
賃
金
の
デ
ジ
タ
ル
払
い

を
可
能
と
す
る
も
の
な
ど
で
す
。
法
律
が
変
わ
る
と
い

う
こ
と
は
、
使
用
者
や
労
働
者
が
日
常
で
守
る
べ
き

ル
ー
ル
も
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
改
正
の
動

向
に
は
関
心
を
払
っ
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

労
働
基
準
法
に
関
す
る
問
題

最
後
に
筆
者
が
特
に
気
に
な
る
労
働
基
準
法
に
関
す

る
問
題
に
触
れ
て
、
本
稿
を
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
法
律
が
遵
守
さ
れ
き
れ
て
い
な
い
事
実
が
あ
る

こ
と
で
す
。
社
会
全
体
の
働
き
方
改
革
や
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
遵
守
の
流
れ
に
よ
り
、
か
つ
て
に
比
べ
て
遵
守
意

識
は
高
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
厚
生
労
働
省

労
働
基
準
局
が
発
刊
し
て
い
る
『
労
働
基
準
監
督
年
報
』

の
定
期
監
督
等
実
施
状
況
・
法
違
反
状
況
を
み
る
と
ま

だ
ま
だ
違
反
件
数
は
多
数
あ
り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
２

０
２
２
年
調
査
で
の
違
反
が
１
万
件
以
上
の
も
の
を
あ

げ
る
と
、
労
働
時
間
、
割
増
賃
金
、
年
次
有
給
休
暇
、

労
働
条
件
の
明
示
、
賃
金
台
帳
の
記
載
に
関
す
る
も
の

で
す
。
労
働
基
準
法
違
反
が
あ
っ
た
場
合
の
罰
則
と
し

て
、
罰
金
ま
た
は
懲
役
が
あ
る
の
で
す
が
、
罰
金
の
金

額
が
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
く
、
懲
役
に
至
る
ケ
ー

ス
が
広
く
は
認
知
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
が
違
反
件
数
が

多
い
理
由
と
し
て
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
運
用
ル
ー
ル

が
複
雑
で
あ
る
こ
と
も
否
め
ず
、
意
図
せ
ず
違
反
に
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
迷
っ
た
ら
、
弁
護
士
や
社
会

保
険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
労
働
基
準
法
の
適
用
範
囲
で

す
。
原
則
と
し
て
、
使
用
者
の
指
揮
監
督
下
で
労
働
し

て
い
る
場
合
に
は
、
労
働
者
と
し
て
労
働
基
準
法
の
適

用
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
適
用
対
象
外
の
労
働

者
も
い
ま
す
。
例
え
ば
、
家
内
労
働
者（
同
居
の
親
族

の
み
で
営
む
事
業
で
働
く
者
）、
家
事
使
用
人（
家
事

一
般
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
）に
つ
い
て
は
完
全
に
適

用
除
外
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
増
加
傾
向
に
あ

る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
※５
は
雇
用
関
係
に
は
な
い
も
の
の
、

実
際
は
指
揮
監
督
下
で
労
働
者
と
変
わ
ら
な
い
働
き
方

を
し
て
い
る
者
も
多
く
い
ま
す
。
特
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
意
向
に
従
っ
て
長
時
間
の
労

働
や
働
き
方
の
制
限
を
受
け
て
い
る
ケ
ー
ス
が
し
ば
し

ば
話
題
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
労
働
基
準
法
上
の
労
働

者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
契
約
の
形
式
や
名
称
に

か
か
わ
ら
ず
、
実
態
を
勘
案
し
て
総
合
的
に
判
断
さ
れ

る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

＊　
＊　
＊

次
回
は
、「
労
働
契
約
法
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

※４　�本連載第49回（2024年 8月号）「裁量労働制」をご参照ください。�
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202408/index.html#page=52

※５　�本連載第41回（2023年12月号）「フリーランス」をご参照ください。
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202312/index.html#page=52

※４ ※5
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　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
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おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。

2025.1

第53回

今
回
は
、
労
働
契
約
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

前
回
（
２
０
２
４
年
12
月
号
）※1
で
解
説
し
た
労
働
基

準
法
と
密
接
に
関
係
す
る
た
め
、
あ
わ
せ
て
一
読
い
た

だ
く
と
理
解
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

労
働
条
件
の
合
意
に
関
す
る

基
本
的
な
ル
ー
ル

労
働
契
約
法
は
、
労
働
に
か
か
わ
る
法
律
の
総
称
で

あ
る
労
働
法
の
一
つ
で
、
労
働
者（
使
用
者
に
使
用
さ

れ
て
労
働
し
、
賃
金
を
払
わ
れ
る
者
）と
使
用
者（
使
用

す
る
労
働
者
に
対
し
て
賃
金
を
支
払
う
者
）間
で
の
合

意
に
よ
っ
て
成
立
す
る
労
働
条
件
に
関
す
る
労
働
契
約

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
法
律
で
す
。

ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
記
載
さ
れ
て
い
る

か
、
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
労
働
契
約
の
締
結
等
…
労
働
契
約
に
共
通
す
る
原

則
で
あ
る
、
労
使
対
等
の
原
則
・
均
衡
考
慮
の
原

則
※2
・
仕
事
と
生
活
の
調
和
へ
の
配
慮
の
原
則
・
信

義
誠
実
の
原
則
・
権
利
濫
用
※3
の
禁
止
の
原
則（
第

３
条
）、
使
用
者
は
労
働
者
に
提
示
す
る
労
働
条
件

及
び
労
働
契
約
の
内
容
に
関
し
、
労
働
者
の
理
解

を
深
め
る
よ
う
に
し
、
で
き
る
限
り
書
面
で
確
認

す
る
こ
と（
第
４
条
）。

②
労
働
契
約
の
成
立
と
変
更
…
労
働
者
と
使
用
者
が
、

「
労
働
す
る
こ
と
」、「
賃
金
を
支
払
う
こ
と
」
に
合

意
す
る
と
労
働
契
約
が
成
立
す
る
こ
と（
第
６
条
）、

労
働
者
と
使
用
者
が
合
意
す
れ
ば
労
働
契
約
を
変
更

可
能
と
な
る
こ
と（
第
８
条
）、
就
業
規
則
※4
と
労
働

契
約
の
関
係
性
に
つ
い
て（
第
９
条
～
第
13
条
）。

③
労
働
契
約
の
継
続
お
よ
び
終
了
…
懲
戒
・
解
雇

は
、
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通

念
上
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
権

利
を
濫
用
し
た
も
の
と
し
て
無
効
で
あ
る
こ
と

（
第
16
条
）。

④
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
…
有
期
契
約
労
働

者
に
つ
い
て
、
使
用
者
は
や
む
を
得
な
い
事
由
が

あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
契
約
期
間
が
満
了
す
る

ま
で
の
間
に
お
い
て
労
働
者
を
解
雇
で
き
な
い
こ

と（
第
17
条
）、
有
期
労
働
契
約
期
間
を
通
算
し
て

５
年
を
超
え
る
労
働
者
が
、
期
間
の
定
め
の
な
い

労
働
契
約
の
締
結
の
申
込
み
を
し
た
と
き
は
、
使

用
者
は
申
込
み
を
承
諾
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

（
無
期
転
換
ル
ー
ル
※5
）（
第
18
条
）。

労
働
契
約
の
内
容
を
考
え
る
う
え
で
注
意
す
べ
き

は
、
労
働
条
件
の
最
低
基
準
を
定
め
た
労
働
基
準
法
を

必
ず
上
回
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
で
す
。ま
た
、

第
９
条
～
第
13
条
に
あ
る
通
り
、
就
業
規
則
が
合
理

的
な
内
容
か
つ
労
働
者
に
周
知
さ
れ
て
い
る
場
合
は
就

業
規
則
の
内
容
が
労
働
条
件
に
な
る
も
の
の
、
就
業
規

則
と
異
な
る
内
容
の
労
働
条
件
を
労
働
者
・
使
用
者
間

で
個
別
に
合
意
し
て
い
た
場
合
は
合
意
内
容
が
労
働
条

件
に
な
り
、
そ
の
条
件
が
就
業
規
則
を
下
回
っ
て
い
る

「労働契約法」

※2　�均衡考慮の原則……�労働契約の締結・変更において、就業実態との均衡（バランスや釣り合いがとれている等）を考慮し、
かつ異なる雇用形態間の均衡も考慮すべきというもの

※3　権利濫用……�本来想定されている権利の範囲を超えてその権利を行使するため、権利の行使として認めることができないと
判断される行為

※１
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場
合
は
、
就
業
規
則
の
内
容
ま
で
条
件
が
引
き
上
が
る

点
も
押
さ
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

労
働
契
約
法
は
比
較
的
新
し
い
法
律

労
働
基
準
法
が
、
１
９
４
７（
昭
和
22
）年
に
制
定
さ

れ
た
の
に
対
し
て
、
労
働
契
約
法
は
２
０
０
７（
平
成

19
）年
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
契
約
法
の
制
定

が
比
較
的
最
近
で
あ
る
こ
と
に
は
、
か
つ
て
は
労
働
基

準
法
や
就
業
規
則
、
労
働
協
約
な
ど
で
一
律
的
に
労
働

条
件
を
定
め
て
お
く
こ
と
で
こ
と
足
り
て
い
た
の
が
、

就
業
形
態
が
多
様
化
し
労
働
条
件
が
個
別
に
決
定
・
変

更
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
個
別
労

働
関
係
紛
争
が
増
加
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
紛
争
に
関
す
る
蓄
積
さ
れ
た
裁
判
例

を
も
と
に
形
成
さ
れ
た
民
事
的
ル
ー
ル
を
も
と
に
裁
判

所
が
判
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
が
一
般
に
周

知
さ
れ
て
い
た
と
も
い
い
が
た
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
を
防
止
し
、
労
働
者
の

保
護
を
図
り
つ
つ
、
個
別
の
労
働
関
係
の
安
定
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
民
事
的
ル
ー
ル
を
一
つ
の
体

系
と
し
て
労
働
契
約
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
先
に
述
べ
た
第
18
条
の

無
期
転
換
ル
ー
ル
が
２
０
１
２
年
の
法
改
正
で
追
加
さ

れ
る
な
ど
、
就
労
状
況
の
変
化
や
労
働
紛
争
な
ど
の
実

態
に
合
わ
せ
る
形
で
法
律
は
改
正
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

労
働
契
約
法
に
か
か
わ
り
の
深
い
直
近
の
動
向
と
し

て
触
れ
て
お
き
た
い
の
が
、
２
０
２
４（
令
和
６
）年

施
行
の
労
働
基
準
法
施
行
規
則
・
有
期
労
働
契
約
の
締

結
、
更
新
及
び
雇
止
め
に
関
す
る
基
準
の
改
正
で
す
。

労
働
契
約
の
締
結
・
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
労
働
条

件
明
示
事
項
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
す
べ
て
の
労
働
契
約
の
締
結
時
と
有
期
労
働
契
約

の
更
新
時
に
就
業
場
所
と
業
務
の
変
更
の
範
囲
を

明
示
す
る
こ
と
…
全
労
働
者
対
象

②
有
期
労
働
契
約
の
締
結
時
と
更
新
時
に
、
更
新
上

限（
通
算
契
約
期
間
ま
た
は
更
新
回
数
の
上
限
）の

有
無
と
内
容
を
明
示
、
ま
た
更
新
上
限
を
新
設
・
短

縮
す
る
場
合
は
そ
の
理
由
を
あ
ら
か
じ
め
説
明
す

る
こ
と
…
有
期
契
約
労
働
者
対
象

③
無
期
転
換
申
込
権
が
発
生
す
る
有
期
労
働
契
約
の

契
約
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、
無
期
転
換
を
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
る
旨
と
無
期
転
換
後
の
労
働

条
件
を
明
示
す
る
こ
と
…
有
期
契
約
労
働
者
対
象

こ
れ
ら
の
明
示
の
仕
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う

場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、
詳
し

い
ル
ー
ル
と
モ
デ
ル
労
働
条
件
通
知
書
の
例
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
た
め
参
照
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
※6
。

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
の
活
用
も

選
択
肢
の
一
つ

労
働
基
準
法
は
“
公
的
権
限（
刑
事
司
法
や
行
政
機

関
）”に
よ
り
法
の
実
現
を
目
ざ
す
た
め
、
前
号
に
述

べ
た
通
り
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
金
や
懲
役
な
ど
の
罰

則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
労
働
契
約
法
は

“
私
人
間
の
紛
争
解
決
”に
よ
り
法
の
実
現
を
図
る
位

置
づ
け
の
た
め
、
直
接
的
な
罰
則
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

私
人
間
の
紛
争
解
決
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
労
働
者
と

事
業
主
の
間
の
労
働
契
約
や
職
場
環
境
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
止
し
、
迅
速
に
解
決
を
図
る
た
め
の

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
都
道
府
県
労
働
局
や
労
働
基
準
監
督

署
に
設
け
ら
れ
た
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ
の
総
合

労
働
相
談
に
対
し
て
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
解
決
の

方
向
性
を
示
し
紛
争
当
事
者
間
の
自
主
的
な
解
決
を
促

進
す
る
助
言
・
指
導
、
ま
た
は
都
道
府
県
労
働
局
に
設

置
さ
れ
て
い
る
紛
争
調
整
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
委
員
が

紛
争
当
事
者
の
間
に
入
っ
て
話
し
合
い
を
促
進
す
る

あ
っ
せ
ん
に
よ
り
紛
争
解
決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
労

働
契
約
に
つ
い
て
、
労
働
者
・
使
用
者
間
で
よ
く
話
し

合
い
、
理
解
し
た
う
え
で
運
用
し
て
い
く
こ
と
に
越
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ト
ラ
ブ
ル
や
紛
争
に
至
っ

た
場
合
は
、
労
働
者
・
使
用
者
に
か
か
わ
ら
ず
本
制
度

を
活
用
す
る
こ
と
は
、
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
と
い
え

ま
す
。

＊　
＊　
＊

次
回
は
、「
労
働
安
全
衛
生
法
」に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。

※4　就業規則……�本連載第19回（2021年12月号）をご参照ください。�
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/
elder_202112/html5.html#page=56�

※ 5　無期転換ルール……�詳細なルールや留意事項があるため、厚生
労働省のポータルサイトなどを確認のこと�
https://muki.mhlw.go.jp

※ 6　�「2024 年 4 月からの労働条件明示のルール変更　備えは大丈夫
ですか？」�
https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001298244.pdf
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第54回

今
回
は
、労
働
安
全
衛
生
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
法
は

労
働
基
準
法
か
ら
派
生

本
法
の
目
的
は
、「
労
働
災
害
の
防
止
の
た
め
の
危

害
防
止
基
準
の
確
立
、
責
任
体
制
の
明
確
化
及
び
自
主

的
活
動
の
促
進
の
措
置
を
講
ず
る
等
そ
の
防
止
に
関
す

る
総
合
的
計
画
的
な
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
職

場
に
お
け
る
労
働
者
の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
を
促
進
す
る
こ
と
」

（
第
１
条
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
労
働
災

害
と
は
、「
労
働
者
の
就
業
に
係
る
建
設
物
、
設
備
、

原
材
料
、
ガ
ス
、
蒸
気
、
粉
じ
ん
等
に
よ
り
、
又
は
作

業
行
動
そ
の
他
業
務
に
起
因
し
て
、労
働
者
が
負
傷
し
、

疾
病
に
か
か
り
、
又
は
死
亡
す
る
こ
と
」（
第
２
条
）

を
さ
し
ま
す
。

背
景
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
期
の
急
速

な
事
業
や
生
産
量
の
拡
大
等
に
よ
り
、
労
働
災
害
が
多

発
し
、
労
働
者
が
死
亡
に
い
た
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
労
働
災
害
の
防
止
の
い
っ
そ
う
の

強
化
を
図
る
た
め
に
、
労
働
基
準
法
か
ら
分
離
し
て
、

１
９
７
２（
昭
和
47
）年
に
労
働
安
全
衛
生
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
本
法
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
労

働
災
害
防
止
に
関
す
る“
最
低
基
準
”と
定
義
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
点
も
労
働
条
件
の
最
低
基
準
に
つ
い
て
定

め
た
労
働
基
準
法
と
の
関
連
性
が
み
ら
れ
ま
す
。

本
法
で
は
、
労
働
災
害
の
防
止
と
い
う
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
事
業
者（
事
業
を
行
う
者
で
、
労
働
者

を
使
用
す
る
も
の
）と
労
働
者（
労
働
基
準
法
第
9
条

に
規
定
す
る
労
働
者
※１
）の
両
者
に
対
し
て
責
務
を
定

め
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
す
。
事
業
者
に
は
、
法
に
定

め
る
最
低
基
準
を
守
る
こ
と
に
加
え
、
職
場
に
お
け
る

労
働
者
の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
者
に
は
、
労
働
災
害
を
防
止

す
る
た
め
必
要
な
事
項
の
遵
守
や
、
労
働
災
害
の
防
止

に
関
す
る
措
置
に
協
力
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
事
業
者
・
労
働
者
と
も
に
内
容

を
理
解
し
て
お
く
べ
き
法
律
と
い
え
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
法
の
概
要

そ
れ
で
は
、
本
法
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
が
定
め
ら

れ
て
い
る
か
概
要
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
※２
。

①
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
確
立

総
括
安
全
衛
生
管
理
者
、
安
全
管
理
者
、
衛
生
管

理
者
、
産
業
医
等
の
選
任
、

安
全
委
員
会
、
衛
生
委
員
会
等
の
設
置
（
第
３
章
）

②
事
業
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
具
体

的
措
置

・
危
害
防
止
基
準
：
機
械
、
作
業
、
環
境
等
に
よ
る

危
険
に
対
す
る
措
置
の
実
施
（
第
５
章
）

・
安
全
衛
生
教
育
：
雇
入
れ
時
、
危
険
有
害
業
務
就

「労働安全衛生法」

※１　�本連載第52回（2024年12月号）に労働基準法で定める労働者の範囲に関する説明があります。�
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202412/index.html#page=50�➡️

※２　�厚生労働省の安全・衛生に関するサイト
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/anzen/
index.html）の「労働安全衛生法の概要」から筆者一部加筆
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業
時
に
実
施
（
第
６
章
）

・
就
業
制
限
：
ク
レ
ー
ン
の
運
転
等
特
定
の
危
険
業

務
は
有
資
格
者
の
配
置
が
必
要
（
第
６
章
）

・
作
業
環
境
測
定
：
有
害
業
務
を
行
う
屋
内
作
業
場

等
に
お
い
て
実
施
（
第
７
章
）

・
健
康
診
断
：
一
般
健
康
診
断
、
有
害
業
務
従
事
者

に
対
す
る
特
殊
健
康
診
断
等
を
定
期
的
に
実
施

（
第
７
章
）

③
監
督
と
罰
則

・
監
督
：
厚
生
労
働
大
臣
・
労
働
基
準
監
督
官
・
産

業
安
全
専
門
官
・
労
働
衛
生
専
門
官
等
に
よ
る
検

査
・
指
導
等
の
実
施
（
第
10
章
）

・
罰
則
：
違
反
に
対
し
て
は
、
違
反
し
た
当
事
者
に
は

罰
金
・
懲
役
が
科
さ
れ
る
場
合
あ
り（
第
12
章
）。

労
働
安
全
衛
生
法
に
定
め
て
あ
る
の
は
あ
く
ま
で
概

略
で
す
。
法
律
に
定
め
る
責
務
の
具
体
的
な
内
容
等
は
、

省
令（
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
）で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
法
令
を
網
羅
し
て
お
さ
え
る
の
は
む
ず
か

し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で「
職
場
の
あ
ん
ぜ
ん
サ

イ
ト
※３
」な
ど
に
安
全・
衛
生
対
策
方
法
や
補
助
金
申
請
・

相
談
窓
口
な
ど
豊
富
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
ら
の
情
報
を
ま
ず
は
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
雇
用
の
推
進
と
労
働
安
全
衛
生
法

高
齢
者
雇
用
の
推
進
の
観
点
か
ら
も
労
働
安
全
衛
生

に
対
す
る
積
極
的
取
組
み
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
業
務
上
の
転
倒
に
よ
る
休
業
４
日
以
上

の
対
象
者
は
、
60
歳
以
上
が
43
％
、
50
歳
以
上
が
29
％

と
い
う
状
況（
２
０
２
１〈
令
和
３
〉年
）※４
と
な
っ
て

お
り
、今
後
高
齢
者
雇
用
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

け
が
防
止
等
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
対
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
11
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
労

働
政
策
審
議
会
安
全
衛
生
分
科
会
で
は
、
労
働
災
害
に

よ
る
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
に
占
め
る
60
歳
以
上
の

割
合
は
29
・
３
％
（
２
０
２
３
年
）に
達
し
て
お
り
、

高
年
齢
労
働
者
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
対
策
に
つ
い

て
、
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
と
の
課
題
提
起
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
各
事
業
所
の
取
組
み
の
実
際
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。２
０
２
３
年「
労
働
安
全
衛
生
調
査（
実

態
調
査
）の
概
況
」の
高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止

対
策
の
取
組
み
状
況
を
み
る
と
、
そ
も
そ
も
高
年
齢
労

働
者
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
所
は
19
・
３
％
と
決
し
て
多
く
な
く
、
う
ち「
高

年
齢
労
働
者
の
特
性
を
考
慮
し
た
作
業
管
理
」
56・５
％

が
最
も
多
く
、「
身
体
機
能
の
低
下
等
を
補
う
設
備
・

装
置
等
の
導
入
」
は
25
・
２
％
と
具
体
的
な
整
備
等
は

ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
（
図
表
）。
今
後
、
各
事

業
者
の
よ
り
具
体
的
な
取
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

次
回
は
、「
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
」
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
す
。

※３　厚生労働省「職場のあんぜんサイト」（https://anzeninfo.mhlw.go.jp/）
※４　�厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署「労働者の転倒災害（業務中の転倒による重傷）を�防止しましょう」事業者向けリーフレット

（https://www.mhlw.go.jp/content/001101299.pdf）より

出典：令和５年「労働安全衛生調査（実態調査）の概況」（厚生労働省）

注：�1）[　] は、全事業所を 100とした 60歳以上の高年齢労働者が業務に従事している事業所の割合である。�
2）「エイジフレンドリーガイドラインを知っている」には高年齢労働者に対する労働災害防止対策の取組の有無不明が含まれる。�
3）（　）は、「高年齢労働者に対する労働災害防止対策に取り組んでいる」事業所を 100とした割合である。

図表　高年齢労働者に対する労働災害防止対策の取組の有無及び取組内容（複数回答）別事業所割合
（単位：％）令和 5年

区　分

60
歳
以
上
の
高
年
齢
労
働
者
が
業

務
に
従
事
し
て
い
る
事
業
所
計

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
知
っ
て
い
る

高年齢労働者に対する労働災害防止対策の取組の有無
高
年
齢
労
働
者
に
対
す
る
労
働

災
害
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る

取組内容（複数回答） 高
年
齢
労
働
者
に
対
す
る
労
働

災
害
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
な
い

高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害

防
止
対
策
に
取
り
組
む
方
針

の
表
明

身
体
機
能
の
低
下
等
に
よ
る
労

働
災
害
発
生
リ
ス
ク
に
関
す
る

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

身
体
機
能
の
低
下
を
補
う
設
備
・
装

置
の
導
入（
転
倒
災
害
防
止
の
た
め
の

通
路
の
手
す
り
設
置
や
段
差
解
消
、

パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
使
用
な
ど
）

高
年
齢
労
働
者
の
特
性
を
考
慮
し
た
作

業
管
理（
高
齢
者
一
般
に
見
ら
れ
る
持
久

性
、
筋
力
の
低
下
等
を
考
慮
し
た
高
年

齢
労
働
者
向
け
の
作
業
内
容
の
見
直
し
）

労
働
災
害
防
止
を
目
的
と
し
た
体
力
チ

ェ
ッ
ク
の
実
施（
厚
生
労
働
省
作
成
の「
転

倒
等
リ
ス
ク
評
価
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
票
」

等
を
活
用
し
た
体
力
の
客
観
的
な
把
握
）

個
々
の
高
年
齢
労
働
者
の
健
康
や
体
力
の

状
況
に
応
じ
た
対
応（
健
康
診
断
や
体
力

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
に
基
づ
く
運
動
指
導
や

栄
養
指
導
、
保
健
指
導
な
ど
の
実
施
な
ど
）

高
年
齢
労
働
者
の
特
性
に
応
じ
た

教
育（
加
齢
に
よ
る
身
体
能
力
低

下
に
伴
う
労
働
災
害
リ
ス
ク
や
体

力
維
持
の
重
要
性
の
教
育
な
ど
）

そ
の
他

1） 2） 3）

合計 [�77.7] 100.0 23.1 19.3（100.0） （�20.3） （�29.4） （�25.2） （�56.5） （�10.3） （�45.9） （�27.7） （��1.4） 3.8
（事業所規模）
1,000�人以上 [�96.5] 100.0 62.1 53.7（100.0） （�27.3） （�29.7） （�62.5） （�55.2） （�19.1） （�66.1） （�31.8） （��0.8） 8.4
500�～�999人 [�99.6] 100.0 54.9 43.4（100.0） （�17.8） （�25.5） （�42.6） （�52.0） （�18.2） （�52.0） （�21.5） （��0.2） 11.3
300�～�499人 [�98.9] 100.0 55.0 41.6（100.0） （�25.8） （�25.0） （�35.9） （�57.2） （�18.9） （�63.0） （�29.3） （��1.7） 13.2
100�～�299人 [�97.3] 100.0 37.3 29.4（100.0） （�19.1） （�37.6） （�36.9） （�45.4） （�15.6） （�49.6） （�37.6） （��1.1） 7.6

50�～99人 [�93.0] 100.0 29.8 24.7（100.0） （�22.0） （�42.7） （�42.7） （�55.6） （��8.7） （�57.1） （�29.2） （��0.8） 5.1
30�～49人 [�84.4] 100.0 22.3 18.6（100.0） （�17.6） （�23.5） （�23.4） （�69.3） （��6.6） （�39.2） （�22.9） （��4.8） 3.6
10�～29人 [�72.9] 100.0 20.3 17.2（100.0） （�20.6） （�26.8） （�18.9） （�55.1） （�10.4） （�43.7） （�27.1） （��0.7） 3.1
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　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。

2025.3

第55回

今
回
は
、
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
す
。

広
義
と
狭
義
の
意
味
が
あ
る

リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
よ
り
も
、“
リ
ス
ト
ラ
”

と
い
う
略
称
の
方
が
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
が
、

リ
ス
ト
ラ
と
い
う
と
多
く
の
人
が
ま
ず
イ
メ
ー
ジ
す
る

の
が
人
員
削
減
や
解
雇
と
い
っ
た
意
味
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
ち
ら
の
意
味
で
も
間
違
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、

じ
つ
は
こ
れ
だ
け
で
は
狭
い
部
分
を
さ
し
て
い
ま
す
。

リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
は
、
も
と
も
と
英
語
で
再

構
築
を
意
味
す
るRestructuring

か
ら
き
た
用
語

で
す
。
定
義
と
し
て
は
経
済
財
政
白
書
に
あ
る
平
成
11

（
１
９
９
９
）年
度
年
次
経
済
報
告
の
な
か
で「
リ
ス
ト

ラ
の
背
景
と
実
態
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
が
わ
か

り
や
す
く
、「
企
業
が
、
資
本
、
労
働
、
技
術
な
ど
各

種
の
生
産
要
素
の
組
合
せ
や
業
務
内
容
を
見
直
し
て
、

再
編
成
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
諸

資
源
の
よ
り
効
率
的
な
組
合
せ
を
作
り
生
産
性
を
上
昇

さ
せ
て
い
く
と
い
う
行
為
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の

意
味
で
は
、
必
ず
し
も
業
務
規
模
の
縮
小
や
撤
退
、
あ

る
い
は
雇
用
削
減
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。」と

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
来
の
リ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
に
は
、
不
採
算
や
収
益
性
が
高

く
な
い
事
業
か
ら
、
資
源
（
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情

報
等
）を
成
長
分
野
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
い
う
広
義

の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
員
の
削
減
は
こ
れ
を

行
う
う
え
で
の
人
員
数
の
適
正
化
に
と
も
な
う
も
の

で
、
一
つ
の
手
段
と
い
う
狭
義
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

こ
の
用
語
が
い
つ
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
か
は
明
確
で

は
な
い
の
で
す
が
、
１
９
８
０
年
代
に
は
多
く
の
ア
メ

リ
カ
企
業
が
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
こ
ろ
日
本
で
も
用
語
と
し
て
は
流
入
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
１
９
９
０
年
代
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ

る
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
急
速
な
企
業
業
績
の
悪

化
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
本
来
の
目
ざ
す
べ
き
生
産
性

の
向
上
や
成
長
分
野
へ
の
シ
フ
ト
よ
り
も
、
会
社
規
模

の
縮
小
と
人
員
数
の
適
正
化
を
行
う
企
業
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
リ
ス
ト
ラ
＝
人
員
削
減
の
イ
メ
ー
ジ
が
一

気
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

広
義
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
が

増
え
て
き
た

バ
ブ
ル
経
済
以
降
も
、
２
０
０
８
年
前
後
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
や
２
０
２
０（
令
和
２
）年
あ
た
り
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
な
ど
、
国
内

景
気
が
悪
化
す
る
と
、
そ
の
喫
緊
の
対
応
策
と
し
て
狭

義
の
リ
ス
ト
ラ（
人
員
削
減
）と
い
う
選
択
肢
を
取
る

企
業
は
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
東
京
商

工
リ
サ
ー
チ
が
集
計
し
て
い
る
上
場
企
業
の
早
期
・
希

望
退
職
募
集
数
※１
の
２
０
０
９
年
か
ら
２
０
２
４
年
ま

「リストラクチャリング」

※１　�「早期退職・希望退職」については、本連載第26回（2022年 7月号）参照。�
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202207/#page=52
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エルダー

で
の
年
度
別
推
移
を
み
て
も
、
実
施
し
た
企
業
数
が
最

も
多
か
っ
た
の
が
２
０
０
９
年
、
次
に
多
か
っ
た
の
が

２
０
２
０
年
と
い
う
状
況
か
ら
も
み
て
取
れ
ま
す
。

し
か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
観
光
客
）

需
要
等
に
よ
り
国
内
景
気
が
堅
調
と
さ
れ
る
２
０
２
４

年
も
２
０
２
０
年
・
２
０
２
１
年
に
次
ぐ
早
期
・
希
望

退
職
の
募
集
規
模
で
、
募
集
人
員
数
も
１
万
人
を
超
え

る
集
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
別
の
企
業
を
み
る
と
、

た
し
か
に
業
績
悪
化
へ
の
対
応
が
理
由
と
思
わ
れ
る
会

社
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
傾
向
も
み

え
て
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
募
集
企
業
の
う
ち

最
終
利
益
が
黒
字
の
企
業
が
約
６
割
あ
る
と
い
う
点
で

す
。
こ
れ
ら
の
会
社
に
み
ら
れ
る
実
施
理
由
が
、
事
業

内
容
の
見
直
し
で
す
。
も
う
一
つ
が
、
年
齢
制
限
を
設

け
ず
に
募
集
を
す
る
企
業
が
増
え
て
き
た
と
い
う
点
で

す
。
従
来
は
、
人
件
費
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
比
較

的
賃
金
水
準
の
高
い
中
高
年
層
を
対
象
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
募
集
の
目
的
が
事
業
の
見
直
し
で
あ
れ
ば
、
年

齢
や
賃
金
水
準
の
高
低
よ
り
も
事
業
を
遂
行
で
き
る
ス

キ
ル
を
有
し
た
人
材
の
確
保
が
課
題
と
な
る
た
め
年
齢

制
限
は
大
き
な
意
味
を
な
さ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
近
年
は
事
業
の
再
編
成
と
い
う

広
義
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
大
き
い
の
は
、
こ
れ
ま

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

点
で
す
。
製
造
業
の
場
合
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化

に
と
も
な
い
、
日
本
企
業
の
収
益
構
造
で
は
勝
て
な
い
製

造
品
目
や
拠
点
か
ら
撤
退
し
収
益
性
の
高
い
部
分
へ
の
集

中
を
進
め
る
、
小
売
業
の
場
合
に
は
店
舗
数
の
拡
大
に
よ

り
収
益
を
生
み
出
す
と
い
う
手
法
が
人
件
費
や
物
価
等

の
高
騰
、人
手
不
足
に
よ
り
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
た
め
、

旗
艦
店
へ
の
店
舗
の
集
中
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の

強
化
を
進
め
る
と
い
っ
た
事
例
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

事
業
の
再
編
成
は
社
会
の
課
題
で
も
あ
る

リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
と
い
う
用
語
を
直
接
は

使
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
政
府
の
資
料
で
も
事
業
の
再

編
成
に
つ
い
て
は
、
た
び
た
び
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
２
０
２
１
年
６
月
18
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
成
長
戦
略
実
行
計
画
」で
は
、
製
造
コ
ス
ト
の
何
倍

の
価
格
で
販
売
で
き
て
い
る
か
を
示
す
マ
ー
ク
ア
ッ
プ

率
※２
が
日
本
は
１
・
３
倍
に
と
ど
ま
り
Ｇ
７
諸
国
の
な

か
で
最
も
低
く（
最
も
高
い
の
は
イ
タ
リ
ア
２
・
５
倍
、

次
に
高
い
の
は
米
国
１
・
８
倍
）、新
製
品
や
新
サ
ー

ビ
ス
を
投
入
し
た
製
造
業
の
割
合
は
９
・
９
％
と
先
進

国
の
な
か
で
も
最
も
低
い（
最
も
高
い
の
は
ド
イ
ツ
で

18
・
８
％
、
イ
タ
リ
ア
は
17
・
８
％
）こ
と
に
対
し
て
、

日
本
企
業
が
付
加
価
値
の
高
い
新
製
品
や
新
サ
ー
ビ
ス

を
生
み
出
し
、
高
い
売
価
を
確
保
で
き
る
付
加
価
値
を

創
造
す
る
こ
と
で
労
働
生
産
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
問
題
提
起
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
４
年
６
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
４
」で

は
、
社
会
課
題
の
解
決
と
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現

に
向
け
、
官
民
が
連
携
し
て
グ
リ
ー
ン
、
デ
ジ
タ
ル
、

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開

拓
、
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
等
の
分
野
に
お
い

て
、
長
期
的
視
点
に
立
ち
、
戦
略
的
な
投
資
を
速
や
か

に
実
行
し
、
人
材
や
資
本
等
の
資
源
を
成
長
分
野
に
集

中
投
入
し
て
い
く
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
雇
用

政
策
の
方
向
性
、
雇
用
維
持
か
ら
成
長
分
野
へ
の
労
働

移
動
の
円
滑
化
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
」
と
の
ふ
み
込

ん
だ
記
載
も
あ
り
、
事
業
の
再
編
成
は
個
々
の
企
業
だ

け
で
な
く
、
社
会
全
体
で
推
進
し
て
い
く
課
題
と
し
て

政
府
も
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

た
だ
し
、
事
業
の
再
編
成
に
と
も
な
う
労
働
者
の
生

活
や
キ
ャ
リ
ア
に
は
十
分
に
配
慮
し
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。
先
述
の
基
本
方
針
２
０
２
４
で
も
賃
上
げ
や
リ

ス
キ
リ
ン
グ
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
労

働
移
動
や
従
事
職
務
の
変
更
を
円
滑
に
行
う
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
ら
は
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
企

業
と
し
て
は
マ
ル
チ
ス
キ
ル
化
の
推
進
や
配
置
転
換
を

図
る
こ
と
で
、
望
ま
な
い
社
外
へ
の
労
働
移
動
を
行
う

こ
と
な
く
、
事
業
再
編
成
を
可
能
な
か
ぎ
り
実
現
し
て

い
く
と
い
う
観
点
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
す
。

※２　�マークアップ率……�分母をコスト（限界費用）、分子を販売価格とする分数。この値が１のとき、販売価格はちょうど費用を賄う分だけを捻出していることに
なる
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第56回

今
回
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。２

０
０
０
年
代
初
期
に
広
ま
っ
た
用
語

こ
の
用
語
が
広
ま
り
だ
し
た
の
は
、
２
０
０
０
年
代

初
期
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
公
的
な
資
料
で
大
き
く
扱

わ
れ
て
き
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、
２
０
１

１（
平
成
23
）年
に
設
置
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
推
進
会
議
が
と
り
ま
と
め
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
戦
略
」（
２
０
１
２
年
）
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

つ
い
て
、「
情
報
通
信
・
交
通
手
段
等
の
飛
躍
的
な
技

術
革
新
を
背
景
と
し
て
、
政
治
・
経
済
・
社
会
等
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」「
情
報
」
が

国
境
を
越
え
て
高
速
移
動
し
、
金
融
や
物
流
の
市
場
の

み
な
ら
ず
人
口
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
公
衆
衛
生
等

の
諸
課
題
へ
の
対
応
に
至
る
ま
で
、
全
地
球
的
規
模
で

捉
え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
た
時
代
状
況
」
と
定
義

し
、
わ
が
国
が
こ
の
よ
う
な
経
済
・
社
会
の
な
か
で
育

成
・
活
用
す
べ
き
人
材
を
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
以

下
、「
経
団
連
」）
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向

け
た
提
言
」（
２
０
１
１
年
６
月
14
日
）
と
い
う
資
料

の
冒
頭
に
、「
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
と
そ
れ
に

伴
う
人
口
の
減
少
に
よ
り
、国
内
市
場
が
縮
小
す
る
中
、

天
然
資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
経
済
が
将
来
に
わ
た
っ
て

成
長
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
日
本
の
人
材
力
を
一
層

強
化
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
や
技
術
力
を
高
め
る
こ

と
で
、
発
展
す
る
ア
ジ
ア
市
場
や
新
興
国
市
場
の
需
要

を
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
不
可
欠
」と
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
提
言
を
し
て
い
ま
す
。

引
用
部
分
が
少
し
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
と
い
う
用
語
が
広
ま
っ
た
背
景
と
し
て
、
１
９

９
０
年
代
の
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
は
じ
ま

る
国
内
景
気
の
長
期
低
迷
と
国
内
市
場
の
縮
小
に
対
し

て
、企
業
は
収
益
を
高
め
る
た
め
に
、製
品
の
販
売
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
国
内
か
ら
世
界
に
広
げ
生
産
コ
ス
ト
の
低
い

国
へ
生
産
手
段
を
移
さ
ざ
る
を
得
な
い
、
ま
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
技
術
革
新
に
よ
り
、
望
む

と
望
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
国
境
を
越
え
た
競
争
に

巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
社
会
情
勢
に
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
・
活
用
が
急
務
だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
要
素

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
は
一
言
で
表
現
す
る
と
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
に
国
境
を
越
え
て
活
躍
で
き

る
人
材
」
と
い
え
ま
す
が
、
よ
り
具
体
的
な
定
義
に
つ

い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
会
議
資
料
で
は
、
グ

「グローバル人材」

※１　�三つの要素の説明の次に、「このほか、『グローバル人材』に限らずこれからの社会の中核を支える人材に共通して求められる資質としては、幅
広い教養と深い専門性、課題発見・解決能力、チームワークと（異質な者の集団をまとめる）リーダーシップ、公共性・倫理観、メディア・リ
テラシー等を挙げることができる」との追記がある

※２　�教育基本法に示された理念の実現と、わが国の教育振興に関する施策の総合的・計画的な推進を図るため政府として策定する計画。直近では、
2023年６月16日に第４期が閣議決定
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エルダー

ロ
ー
バ
ル
人
材
を
次
の
要
素
※１
を
有
し
た
人
材
と
し
て

い
ま
す
。

要
素
Ⅰ
：
語
学
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

要
素
Ⅱ
：
主
体
性
・
積
極
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、

協
調
性
・
柔
軟
性
、
責
任
感
・
使
命
感

要
素
Ⅲ
：
異
文
化
に
対
す
る
理
解
と
日
本
人
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

ま
た
、経
団
連
資
料
で
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
「
日

本
企
業
の
事
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
担
い
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
で
活
躍
す
る（
本
社
の
）日
本

人
及
び
外
国
人
人
材
」と
す
る
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進

会
議
の
方
で
は
、
日
本
人
人
材
を
対
象
と
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
を
い
か
に
進
め
る
か
に
比
重
が
置
か
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
経
団
連
の
方
は
外
国
人
人
材
に

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
広
が
っ
て
い
る
点
で
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
が
作
成
さ
れ
た
と
き
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
に
教
育
の
重
要
性
が
強
く
説

か
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
会
議
資
料
で
は
、

語
学（
特
に
英
語
）
教
育
の
充
実
化
や
大
学
教
育
シ
ス

テ
ム
の
改
善
、
海
外
留
学
・
留
学
生
交
流
の
推
進
が
お

も
に
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
団
連
資
料
で
は

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
対
す
る
大
学
教
育
の
果
た
す

役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
し
て
、
産
業
界
の
求
め
る

人
材
と
大
学
で
育
成
す
る
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め

る
た
め
の
産
業
界
と
大
学
の
連
携
強
化
や
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
理
工
系
教
育
の
強
化
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な
ど
が
提
言
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
、２
０
１
３
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
第

２
期
教
育
振
興
基
本
計
画
※２
」
の
未
来
へ
の
飛
躍
を
実

現
す
る
人
材
の
養
成
と
し
て
の
基
本
施
策
16
に
「
外
国

語
教
育
、
双
方
向
の
留
学
生
交
流
・
国
際
交
流
、
大
学

等
の
国
際
化
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
向
け
た

取
組
の
強
化
」が
掲
げ
ら
れ
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
課
題
は
続
い
て
い
る

現
在
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
と
い
う
考
え
や
存
在
は
“
あ
た
り
前
”
と
な
り
、
一

時
に
比
べ
て
用
語
と
し
て
は
み
か
け
る
機
会
が
減
り
ま

し
た
※３
。
た
だ
し
、
課
題
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。本

稿
で
取
り
上
げ
た
２
０
０
０
年
代
初
期
は
海
外
に

出
て
活
躍
で
き
る
日
本
人
の
育
成
に
比
重
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
外
国
人
が
日
本
で
働
く
う
え
で

の
課
題
も
表
出
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
で
働
く
外

国
人
労
働
者
数
は
２
０
１
０
年
約
65
万
人
か
ら
２
０
２

４（
令
和
６
）年
約
２
３
０
万
人
と
右
肩
上
が
り
に
増

え
て
い
る
な
か
※４
、
外
国
企
業
の
日
本
へ
の
進
出
は
そ

れ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

経
済
産
業
省
の「
第
54
回
外
資
系
企
業
動
向
調
査（
２

０
２
０
年
調
査
）」を
み
て
も
２
０
１
５
年
度
か
ら
２

０
１
９
年
度
の
日
本
へ
の
新
規
参
入
企
業
は
２
０
１
５

年
度
74
社
に
対
し
て
、
２
０
１
８
年
度
45
社
、
２
０
１

９
年
度
48
社
と
い
う
状
態
で
す
※５
。

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
令
和
４
年
度
我
が
国
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
促
進
の
た
め
の
日
本
企
業
及
び
外
国
企

業
の
実
態
調
査
報
告
書
」（
２
０
２
３
年
２
月　
経
済

産
業
省
委
託
調
査
）か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
外

国
企
業
か
ら
の
回
答
の
な
か
で
、「
先
進
国
と
比
較
し

た
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の『
強
み
』と『
弱
み
』」
に

対
す
る
質
問
と
し
て
最
も
弱
み
と
し
て
回
答
が
あ
っ
た

の
が「
英
語
で
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で

す
。
こ
の
こ
と
は「
日
本
に
拠
点
を
立
地
さ
せ
る
う
え

で
の
阻
害
要
因
」の
第
二
位
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
日
本
人

人
材
を
確
保
す
る
上
で
の
阻
害
要
因
」の
第
一
位
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
企
業
の
日
本
へ
の
進
出
を
む
ず

か
し
く
し
て
い
る
の
は
、
事
業
活
動
コ
ス
ト
や
市
場
の

大
き
さ
な
ど
の
面
も
あ
り
な
が
ら
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
課
題
と
し
て
か
ね
て
か
ら
あ
げ
ら
れ
て
い
る
外
国

語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
起
因
す
る
要
素
は
非

常
に
大
き
く
、
課
題
と
し
て
は
継
続
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

＊　
＊　
＊

次
回
は
、「
産
前
産
後
休
業
・
育
児
休
業
」
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。

※３　�国立国会図書館リサーチで「グローバル人材」をキーワードとして含む資料を検索すると、2010年～2014年は886件、2015年～2019年
は788件に対して、2020年～2024年は283件と2020年以降、減少していることからもみてとれる

※４　「『外国人雇用状況』の届出状況まとめ」（厚生労働省、2024年10月末時点）
※５　本調査は、2020年調査をもって終了のため、本調査が最新となる
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第57回

今
回
は
、
産
前
産
後
休
業
・
育
児
休
業
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
す
。
育
児
休
業
に
つ
い
て
は
、２
０
２
５（
令

和
７
）
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
も
触
れ

て
い
き
ま
す
。

目
的
は
母
性
保
護
と
両
立
支
援

産
前
産
後
休
業
と
育
児
休
業
は
一
連
の
流
れ
で
と
ら

え
た
方
が
よ
い
た
め
、
図
表
を
参
照
し
な
が
ら
読
み
進

め
て
く
だ
さ
い
。

◆
産
前
産
後
休
業

産
前
産
後
休
業
は
、
働
く
女
性
の
妊
娠
・
出
産
・
育

児
を
支
援
す
る
母
性
保
護
を
目
的
と
し
た
制
度
で
、
労

働
者
保
護
の
一
環
と
し
て
労
働
基
準
法
※１
の
第
65
条
第

１
項
お
よ
び
第
２
項
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
６
週
間

（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
14
週
間
）以
内
に
出
産
す
る
予

定
の
女
性
が
請
求
し
た
場
合
は
就
業
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
す
る
産
前
休
業
と
、
出
産
日
の
翌
日
か
ら
８

週
間
を
経
過
し
な
い
女
性
を
就
業
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
（
た
だ
し
、
６
週
間
経
過
後
は
本
人
が
請
求
し
、

医
師
が
支
障
が
な
い
と
認
め
た
業
務
に
就
業
さ
せ
る
こ

と
は
可
）
産
後
休
業
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
図
表

の
最
上
段
の
欄
に
例
が
あ
る
よ
う
に
、
労
働
基
準
法
で

は
、
妊
娠
中
の
女
性
が
請
求
し
た
場
合
に
軽
易
な
業
務

に
転
換
さ
せ
る
こ
と
（
第
65
条
第
３
項
）
や
、
妊
娠
中

お
よ
び
産
後
１
年
を
経
過
し
な
い
女
性
（
妊
産
婦
）
に

対
し
て
、危
険
有
害
業
務
の
就
業
制
限
（
第
64
条
の
３
）

や
、
変
形
労
働
時
間
の
適
用
や
時
間
外
労
働
・
休
日
労

働
・
深
夜
業
の
制
限
（
第
66
条
第
１
項
、
第
２
項
、
第

３
項
）
な
ど
※２
、
産
前
産
後
休
業
以
外
に
も
、
母
性
保

護
に
関
す
る
ほ
か
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

あ
わ
せ
て
押
さ
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

◆
育
児
休
業

育
児
休
業
は
、
働
く
労
働
者
の
育
児
と
仕
事
の
両
立

支
援
※３
を
目
的
と
し
た
制
度
で
、
お
も
に
育
児
・
介
護

休
業
法
※４
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
労
働
者
が
原
則
１

カ
月
前
ま
で
に
事
業
者
に
申
し
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

原
則
子
が
１
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
で
労
働
者
が
申
し

出
た
期
間
、
た
だ
し
、
子
が
１
歳
に
達
す
る
時
点
で
保

育
園
に
入
所
で
き
な
い
な
ど
の
場
合
は
１
歳
６
カ
月
ま

で
、
子
が
１
歳
６
カ
月
に
達
す
る
時
点
で
保
育
園
に
入

所
で
き
な
い
場
合
は
２
歳
ま
で
延
長
し
た
期
間
を
休
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
産
前
産
後
休
業
と
異
な
り
労

働
者
で
あ
れ
ば
男
女
と
も
に
取
得
が
可
能
で
、
２
回
ま

で
分
割
し
て
取
得
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
父
母
と
も
に
育
児
休
業
を
取
得
す

る
場
合
は
、
子
が
１
歳
２
カ
月
に
達
す
る
ま
で
の
間
に

父
母
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
ま
で
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る

パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
や
、
父
親
が
原
則
休
業
の
２

週
間
前
ま
で
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
育
児
休
業
と

は
別
に
原
則
と
し
て
出
生
後
８
週
間
の
う
ち
４
週
間
ま

で
休
業
（
２
回
に
分
割
可
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
産
後
※１　�「労働基準法」については、『エルダー』2024 年12月号を参照　

https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202412/index.html#page=50
※２　�このほか、「生後満１年に達しない生児を育てる女性は、１日２回各々少なくとも30分の育児時間を請求することができる」�

（労働基準法第67条）との規定あり
※３　�「両立支援」については、『エルダー』2023年10月号を参照　https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202310/#page=50
※４　�正式名称は、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」 ※１ ※3

「産前産後休業・育児休業」
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エルダー

パ
パ
育
休
制
度
（
出
生
時
育
児
休
業
制
度
）※５
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
育
児
休
業
の
取
得
促
進
に
向
け
て

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
に
欠
か
せ
な
い
育
児
休
業

で
す
が
、取
得
が
十
分
で
な
い
点
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

「
令
和
５
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」（
２
０
２
４
年
７

月
31
日
公
表　
厚
生
労
働
省
）
の
結
果
に
よ
る
と
２
０

２
３
年
度
の
育
児
休
業
取
得
率
は
、
女
性
84
・
１
％
、

男
性
30
・
１
％
と
い
う
状
況
で
す
。
女
性
の
場
合
は
、

取
得
率
が
一
見
高
く
み
え
ま
す
が
、
経
年
で
み
る
と
２

０
０
９
（
平
成
21
）
年
以
降
90
％
を
下
回
っ
た
状
態
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
男
性
の
場
合
は
、
２
０
１
２（
平

成
24
）年
ま
で
２
・
０
％
を
下
回
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

考
慮
す
る
と
飛
躍
的
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
育

児
休
業
で
も
っ
と
も
多
い
期
間
が
女
性
は
12
～
18
カ
月

未
満
（
32
・
７
％
）
に
対
し
て
、
男
性
は
１
カ
月
～
３

カ
月
未
満
（
28
・
０
％
）
と
育
児
を
分
担
す
る
う
え
で

十
分
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
育
児
休
業

の
取
得
の
促
進
に
向
け
て
、
育
児
・
介
護
休
業
法
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
が
２
０
２
４
年
に
改
正
さ

れ
、
２
０
２
５
年
４
月
１
日
よ
り
段
階
的
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
育
児
休
業
に
直
接
か
か
わ
る
お

も
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

・
従
業
員
数
３
０
０
人
超
の
企
業
に
、
育
児
休
業
等
の

取
得
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
を
義
務
化
（
改
正
前
は

１
０
０
０
人
超
の
企
業
）

・
育
児
と
仕
事
の
両
立
に
関
す
る
個
別
の
意
向
聴
取
・

配
慮
を
事
業
主
に
義
務
化

・
従
業
員
数
１
０
０
人
超
の
企
業
に
、
一
般
事
業
主
行

動
計
画
※６
策
定
時
に
育
児
休
業
等
の
取
得
状
況
把
握

や
数
値
目
標
の
設
定
を
義
務
化

こ
の
ほ
か
、
育
児
休
業
期
間
中
の
収
入
面
の
見
直
し

も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
育
児
休
業
期
間
中
は
、
給
与

が
無
給
に
な
る
こ
と
に
対
し
、
雇
用
保
険
か
ら
休
業
開

始
時
賃
金
の
67
％
（
休
業
開
始
か
ら
６
カ
月
以
降
は

50
％
）
の
育
児
休
業
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
収
入
の
減
少
は
否
め
ず
、
育
児
休
業
の
取
得

を
妨
げ
る
一
因
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
０

２
５
年
４
月
よ
り
出
生
後
休
業
支
援
給
付
金
を
創
設

し
、
こ
の
出
生
直
後
の
一
定
期
間
内
に
、
両
親
と
も
に

14
日
以
上
の
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合
に
、
最
大
28

日
間
、
育
児
休
業
開
始
前
賃
金
の
13
％
が
上
乗
せ
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
育
児
休
業
給

付
金
と
あ
わ
せ
て
手
取
り
10
割
相
当
を
受
け
取
れ
る
可

能
性
が
出
て
く
る
た
め
、
育
児
休
業
の
取
得
促
進
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊　
＊　
＊

次
回
は
「
労
働
生
産
性
・
労
働
分
配
率
」
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

※５　育児休業中は就業が原則不可だが、産後パパ育休制度では、労使協定を締結した場合にかぎり、労働者が合意した範囲で休業中の就業が可能
※６　�企業が従業員の仕事と子育ての両立を図るための雇用環境の整備や、子育てをしていない従業員も含めた多様な労働条件の整備などに取り組むにあたって、

計画期間・目標・目標達成のための対策およびその実施時期を定めるもの

妊娠期

※１　時間外労働：労働基準法で定められている１日８時間または１週間40時間を超える労働
※２　令和７年４月に出生後休業支援給付が創設され、子の出生直後の一定期間内に、両親ともに14日以上の育児休業を取得する場合に、最大28日間、出生児育児休業給付金又は育児休業給付金に

上乗せして休業開始前賃金の13％が支給されます
※３　ただし、育児休業が取得できる期間は１歳２カ月までの間の１年間です ※４　就業規則等で３歳までの育児休業制度が定められ、休業している場合です

産前６週間 産後８週間 小学校入学 3年生修了1歳 2歳 3歳

母
性
保
護

な
ど
の
制
度

産
前
産
後
休
業
、
育
児
休
業
関
係

出産

・時間外労働（※１）、休日労働、深夜業の制限
・妊婦検診を受けるための時間を確保したり、医師等の指導をもとに、ラッシュ
アワーを避けるために時差出勤を利用する等母性健康管理のために必要な措置

育児時間（１日２回、少なくとも各30分）

パート・アルバイト等を含め、すべての
女性が産前産後休業を取得できます。

・女性は産後休業終了後から、男性は出産予定日から取得できます。
・パート・アルバイト等であっても、一定の要件を満たせば取得で
きます。

産前産後休業、育児休業期間中は社会保険料負担が免除されます！

産前産後休業

育児休業

場合によって免除（※４）場合によって免除（※４）

（双子以上14週間）
６週間 8週間

産後パパ育休
育児休業給付の給付割合は、休業開始後
180日間は、67％（それ以降は50％）です。（※２）

遅くとも、育児休業開始予定日の１
カ月前まで、産後パパ育児開始予
定日の２週間前（※）までに会社へ
育児休業申出書などを提出します。
（※会社により異なる場合があり
ます。）

保育所等に入れないなどの事情があれば、最長２歳
に達する日まで育児休業を延長することができます。

両親共に育児休業を取得する場合は、休業対象とな
る子の年齢が原則１歳までから原則１歳２か月までに
延長されます。（※３）（パパ・ママ育休プラス）

出典：「働きながらお母さんになるあなたへ」　厚生労働省　（令和６年11月）

図表　�働きながらお母さんになるあなたへ
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　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。
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第58回

今
回
は
、
労
働
生
産
性
と
労
働
分
配
率
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
す
。
両
方
と
も
人
事
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る

賃
金
水
準
や
働
き
方
に
密
接
に
か
か
わ
る
指
標（
判
断・

評
価
の
基
準
や
目
安
）
で
す
。

労
働
生
産
性
は
労
働
者
の
成
果
を

指
標
化
し
た
も
の

ま
ず
は
、
労
働
生
産
性
か
ら
み
て
い
き
ま
す
が
、
労

働
生
産
性
の
定
義
の
前
に
そ
も
そ
も
生
産
性
と
は
何
か

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
生
産
性
向
上
の
推
進
活
動
を
行
っ
て
い
る
公

益
財
団
法
人
日
本
生
産
性
本
部
に
よ
る
と
生
産
性
の
代

表
的
な
定
義
を
「
生
産
諸
要
素
の
有
効
利
用
の
度
合
い

で
あ
る
」
と
し
、
あ
る
モ
ノ
を
つ
く
る
産
出
に
あ
た
り

投
入
す
る
生
産
諸
要
素
が
ど
れ
だ
け
効
果
的
に
使
わ
れ

て
い
る
か
を
割
合
で
示
し
た
も
の
が
生
産
性
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
算
式
で
あ
ら
わ
す
と
「
生
産
性
＝
産
出

（output
）÷
投
入
（input

）」と
な
り
ま
す
。
こ
こ

で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
生
産
諸
要
素
と
は
何
か
で
す
が
、

モ
ノ
を
つ
く
る
際
に
必
要
と
な
る
機
械
設
備
、
土
地
、

建
物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
材
料
、
そ
し
て
人
が
行
う
労

働
な
ど
に
な
り
ま
す
。

労
働
生
産
性
は
、
投
入
す
る
生
産
諸
要
素
を
労
働
の

視
点
か
ら
と
ら
え
た
も
の
で
※１
、
労
働
者
１
人
あ
た
り
、

あ
る
い
は
労
働
１
時
間
あ
た
り
で
ど
れ
だ
け
成
果
を
生

み
出
し
た
か
を
示
す
も
の
で
す
。
同
じ
労
働
量
で
多
く

の
モ
ノ
を
生
産
し
た
り
、
少
な
い
労
働
量
で
同
じ
量
の

モ
ノ
を
生
産
す
る
と
労
働
生
産
性
が
向
上
し
た
状
態
と

い
え
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
測
る
た
め
に
は
、
お
も
に
二

つ
の
方
法
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

・
物
的
生
産
性
…
産
出
部
分
を
生
産
す
る
モ
ノ
の
大

き
さ
や
重
さ
、
あ
る
い
は
個
数
な
ど
と
い
っ
た
物

量
に
し
た
も
の

・
付
加
価
値
生
産
性
…
産
出
部
分
を
企
業
が
新
し
く

生
み
出
し
た
金
額
ベ
ー
ス
の
価
値
＝
付
加
価
値
額
※２

に
し
た
も
の

先
ほ
ど
の
算
式
に
あ
て
は
め
る
と
、
「
労
働
生
産
性
＝

産
出
（
生
産
量
／
付
加
価
値
額
）
÷
投
入
（
労
働
者

数
×
労
働
時
間
）」で
労
働
者
１
時
間
あ
た
り
の
生
産

性
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
労
働
生
産
性
で
す
が
、
他
国
と
比
較
し
て
低
い

こ
と
が
し
ば
し
ば
報
道
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
生
産
性
本
部
が
公
表
し
て
い
る
『
労
働
生
産
性
の
国

際
比
較
２
０
２
４
』
と
い
う
資
料
を
参
照
す
る
と
、
２
０

２
３（
令
和
５
）年
の
日
本
の
１
時
間
あ
た
り
労
働
生
産

性（
付
加
価
値
生
産
性
）は
56
・
８
ド
ル
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
※３

加
盟
38
カ
国
中
29
位
と
い
う
状
況
で
す
。
主
要
先
進
７

カ
国
※４
で
順
位
を
比
較
し
た
グ
ラ
フ
で
経
年
を
確
認
し

て
も
、
１
９
７
０（
昭
和
45
）年
以
降
日
本
は
最
下
位
、

ま
た
２
０
１
８（
平
成
30
）年
21
位
だ
っ
た
も
の
が
２
０

２
２
年
に
は
31
位（
２
０
２
３
年
29
位
）と
近
年
の
落

ち
込
み
が
大
き
い
の
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

「労働生産性・労働分配率」

※１　�このほかの生産性には、資本の視点からとらえた「資本生産性」や投入した生産諸要素すべてに対してどのくらい生産されたかの視点でとらえた「全要素生産性」が
ある

※２　付加価値とは、生産額（売上高）から原材料費や外注加工費、機械の修繕費、動力費など外部から購入した費用を除いたもの
※３　経済協力開発機構（Organisation�for�Economic�Co-operation�and�Development）。国際的な経済協力と発展を目的とした政府間組織のこと
※４　米国・フランス・ドイツ・イタリア・英国・カナダ・日本が対象



■■■■■■■■
人事用語辞典
い ま さ ら聞 け ない

エルダー

同
資
料
に
一
人
あ
た
り
労
働
生
産
性
比
較
も
あ
り
ま
す

が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
38
カ
国
中
32
位
と
い
う
状
況
で
、

日
本
の
労
働
生
産
性
は
指
摘
の
通
り
“
低
い
”
と
い
え

ま
す
。

労
働
分
配
率
は
人
件
費
へ
の
還
元
度
合
い
を

指
標
化
し
た
も
の

次
に
、労
働
分
配
率
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

労
働
分
配
率
は
、「
付
加
価
値
額
に
占
め
る
人
件
費
の

割
合
」で
、
労
働
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
価
値
が
従

業
員
に
ど
の
程
度
還
元
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の

で
す
。
こ
こ
で
の
人
件
費
に
は
、
従
業
員
の
基
本
的
な

賃
金
で
あ
る
給
与
・
賞
与
の
ほ
か
、
退
職
金
や
法
定
福

利
費（
社
会
保
険
料
、
労
働
保
険
料
等
）、福
利
厚
生
費

（
健
康
診
断
費
用
、
慶
弔
見
舞
金
、
懇
親
会
費
な
ど
会

社
が
独
自
に
取
り
組
む
福
利
厚
生
の
費
用
）、教
育
研

修
費
、
役
員
報
酬
な
ど
従
業
員
を
雇
用
す
る
に
あ
た
り

か
か
る
費
用
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
ま
す
。

算
式
で
示
す
と
、「
労
働
分
配
率
＝
人
件
費
÷
付
加

価
値
額
」で
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
労
働
分
配
率

の
見
方
に
つ
い
て
は
、
労
働
生
産
性
の
よ
う
に「
高
い

状
態
＝
望
ま
し
い
状
態
」に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
点

に
注
意
が
必
要
で
す
。労
働
分
配
率
が
高
い
場
合
に
は
、

人
件
費
の
還
元
度
合
い
が
高
い（
望
ま
し
い
）と
付
加

価
値
額
が
小
さ
い（
望
ま
し
く
な
い
）の
両
方
の
状
況

が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
同
様
に
、
労
働
分
配
率
が

低
い
場
合
に
は
、
付
加
価
値
額
が
大
き
い（
望
ま
し
い
）

と
人
件
費
が
抑
制
さ
れ
て
い
る（
望
ま
し
く
な
い
）の

両
方
の
状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
企
業
規
模

別
に
比
較
す
る
と
顕
著
で
、
統
計
上
の
賃
金
水
準
は
小

規
模
企
業
や
中
規
模
企
業
に
比
べ
て
大
規
模
企
業
が
高

い
※５
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
表
に
あ
る
よ
う
に
労
働
分

配
率
は
大
規
模
企
業
が
も
っ
と
も
低
い
数
値
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
企
業
の
付
加
価

値
額
が
も
っ
と
も
高
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、『
令
和
５
年
版
労
働
経
済
の
分
析
』（
厚
生

労
働
省
）に
、「
１
９
９
６
～
２
０
０
０
年
で
は
諸
外

国
と
比
べ
て
も
比
較
的
高
い
水
準
で
あ
っ
た
我
が
国
の

労
働
分
配
率
は
、
こ
こ
20
年
間
、
一
貫
し
て
低
下
傾
向

で
推
移
し
、
２
０
１
６
～
２
０
２
０
年
に
は
、
主
要
国

で
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
」と
の
記
載
が
あ
る
通
り
、

他
国
と
比
べ
て
労
働
生
産
性
が
低
く
生
み
出
さ
れ
る
付

加
価
値
額
が
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
労
働
分
配
率
も

低
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
近

年
の
賃
上
げ
議
論
の
な
か
で
出
て
く
る
、
企
業
の
従
業

員
に
対
す
る
人
件
費
の
還
元
は
十
分
で
は
な
い
と
い
う

指
摘
は
十
分
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
労
働
生
産
性
が
低
い
ま
ま
労
働
分
配
率
を
上

昇
さ
せ
る
だ
け
で
は
企
業
経
営
の
面
か
ら
い
つ
か
限
界

が
来
ま
す
。
労
働
分
配
率
を
無
理
の
な
い
水
準
に
保
ち

つ
つ
、
人
件
費
の
還
元
を
増
や
す
た
め
に
は
、
日
本
が

遅
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
収
益
性
の
高
い
事
業
へ

の
シ
フ
ト
や
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率

化
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
労
働
時
間
の
短
縮
化
な
ど
の

労
働
生
産
性
向
上
の
取
組
み
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

次
回
は
、「
組
織
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

※５　厚生労働省「賃金構造基本統計調査」からも小規模企業・中規模企業に比べ、大規模企業の賃金が高いことが確認できる

出典：中小企業庁「2022年版中小企業白書」

図表　�労働分配率の推移

資料 : 財務省「法人企業統計調査年報」
（注）１．ここでいう大企業とは資本金10億円以上、中規模企業とは資本金1千万円以上1億円未満、小規模企業とは資本金1千万円未満。

２．ここでいう労働分配率とは付加価値額に占める人件費とする。
３．�付加価値額＝営業純益（営業利益－支払利息等）＋人件費（役員給与＋役員賞与＋従業員給与＋従業員賞与＋福利厚生費）＋支払利息等＋動産・
不動産賃借料＋租税公課。

４．金融業、保険業は含まれていない。

86.5％86.5％
80.0％80.0％

57.6％57.6％

100

80

60

40
07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

（年度）

（％）

大企業 中規模企業 小規模企業



株式会社グローセンパートナー 執行役員・ディレクター　吉岡利之
人事用語辞典
■■■■■■■■いま さ ら 聞 け な い

　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。

2025.7

第59回

今
回
は
、「
組
織
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
日
常

的
に
使
っ
て
い
る
が
、
あ
ら
た
め
て
い
わ
れ
る
と
何
か

説
明
し
に
く
い
用
語
の
最
た
る
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

組
織
に
は
成
立
要
件
が
あ
る

組
織
と
い
う
と
複
数
人
数
の
集
ま
り（
集
団
）で
あ

る
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
で
す
が
、
例
え
ば
、
仲

の
よ
い
友
人
た
ち
が
い
つ
も
集
ま
っ
て
遊
ん
で
い
て

も
、
そ
れ
を
組
織
と
思
う
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
向
け
て
複
数
の

人
が
集
ま
り
、
各
々
に
役
割
が
付
与
さ
れ
、
指
揮
・
監

督
す
る
人
が
い
る
状
態
に
な
る
と
組
織
と
思
う
人
は
増

え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
点
か
ら
も
い
え
る
よ
う
に
、
組
織
と
は
単
な
る

集
団
で
は
な
く
、
成
立
す
る
た
め
に
は
い
く
つ
か
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
組
織
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
大

辞
泉（
小
学
館
）で
調
べ
る
と
、「
一
定
の
共
通
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
、
成
員
間
の
役
割
や
機
能
が
分
化
・
統

合
さ
れ
て
い
る
集
団
。
ま
た
、そ
れ
を
組
み
立
て
る
こ
と
」

と
あ
り
ま
す
。ま
た
、ア
メ
リ
カ
の
経
営
学
者
で
あ
る
チ
ェ

ス
タ
ー
・
バ
ー
ナ
ー
ド
は
、
著
書
『
経
営
者
の
役
割
』の

な
か
で
、
組
織
が
成
立
す
る
た
め
に
は
三
つ
の
条
件
が

必
要
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
三
つ
と
は
、
共
通
目
的

が
あ
る
こ
と
、
組
織
へ
の
貢
献
意
欲
が
あ
る
こ
と
、
円

滑
な
情
報
共
有
・
意
思
伝
達（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

の
手
段
が
あ
る
こ
と
だ
と
し
、
一
つ
で
も
欠
け
る
と
組

織
が
健
全
に
機
能
し
な
く
な
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

組
織
は
設
計
す
る
も
の

こ
れ
ら
の
要
素
を
も
っ
た
組
織
が
自
然
発
生
的
に
形

成
さ
れ
る
の
は
む
ず
か
し
い
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉

の
説
明
に
あ
る
よ
う
に
、
組
織
を
組
み
立
て
る（
設
計
）

行
為
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
次
の
組
織
設
計

の
５
原
則
に
則
る
と
効
果
的
な
組
織
と
し
て
機
能
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
専
門
家
の
原
則
…
組
織
の
活
動
が
、
専
門
的
に
特
化

し
た
役
割
分
担
さ
れ
て
い
る
状
態
の
こ
と
。
分
業
に

よ
り
、
効
率
的
か
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
が
し
や
す
い
。

・
権
限
責
任
一
致
の
原
則
…
組
織
メ
ン
バ
ー
に
与
え
ら

れ
た
権
限
の
大
き
さ
が
、
担
当
す
る
職
務
に
相
応
し

て
い
る
こ
と
。

・
統
制
範
囲
の
原
則
…
一
人
の
人
間
が
管
理
で
き
る
人

数
に
は
限
界
が
あ
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
管
理
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
。

・
命
令
統
一
性
の
原
則
…
組
織
秩
序
を
維
持
す
る
た

め
、
組
織
の
メ
ン
バ
ー
は
特
定
の
一
人
か
ら
の
み
指

示
・
命
令
を
受
け
る
こ
と
。

・
例
外
の
原
則
…
経
営
者
は
、
日
常
的
な
業
務
を
一
般

社
員
に
権
限
委
譲
し
、
例
外
的
な
業
務（
意
思
決
定

や
重
要
課
題
の
対
応
）な
ど
に
専
念
す
る
こ
と
。

「組織」
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な
お
、組
織
の
設
計
や
運
営
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

よ
く
話
題
に
な
る
の
は
、
ス
パ
ン・オ
ブ・コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
は
統
制
範
囲
の
原
則
に
関
係

す
る
こ
と
で
、
一
人
の
人
間
が
直
接
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
数
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。
一
般
論
で
は
、
適

正
な
の
は
５
～
８
名
、
最
大
10
名
程
度
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、明
確
な
根
拠
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

令
和
６
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査（
厚
生
労
働
省
）

の
役
職
者
別
労
働
者
数
か
ら
計
算
※
す
る
と
、
労
働
者

に
占
め
る
部
長
・
課
長
比
率
は
11
・
８
％（
部
長
級
４
・

１
％
・
課
長
級
７
・
７
％
）で
、
こ
れ
ら
の
比
率
以
外

を
部
下（
管
理
対
象
）数
と
置
き
換
え
る
と
８
名
程
度

と
な
り
、
係
長
級（
６
・
７
％
）も
管
理
を
分
担
し
て

い
る
と
仮
定
す
る
と
部
下
数
は
５
名
程
度
と
な
る
た

め
、
一
般
論
の
数
値
は
現
実
的
と
い
え
ま
す
。

基
本
的
な
組
織
構
造
の
種
類

組
織
設
計
の
５
原
則
を
ふ
ま
え
て
組
織
を
つ
く
り
仕

組
み
化
し
た
も
の
を
組
織
構
造
と
い
い
ま
す
。
い
く
つ

か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
企
業
経
営
す
る

う
え
で
の
代
表
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
ま
す
。

・
機
能
別
組
織
…
研
究
開
発
・
営
業
・
人
事
な
ど
機
能

（
全
体
を
構
成
す
る
個
々
の
部
分
が
果
た
し
て
い
る

固
有
の
役
割
）
別
に
分
け
て
組
織
を
編
成
し
た
も
の
。

業
務
の
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、

組
織
ご
と
に
独
立
し
て
業
務
を
行
う
た
め
、
組
織
間

連
携
や
横
断
的
業
務
に
は
向
か
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る（
図
表
１
）。

・
事
業
部
別
組
織
…
経
営
者
の
も
と
に
事
業（
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
・
顧
客
な
ど
）別
に
分
け
て
組
織

を
編
成
し
た
も
の
。
こ
の
組
織
で
あ
る
事
業

部
の
も
と
に
機
能
別
組
織
を
配
置
す
る
こ
と

が
あ
る
。
市
場
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
意
思
決
定
や
、
収
益
や
責
任
の
所
在
が
明

確
に
な
る
一
方
、
事
業
部
間
の
競
争
が
激
化

し
た
り
、
事
業
部
間
の
機
能
別
組
織
に
重
複

が
発
生
し
非
効
率
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

・
カ
ン
パ
ニ
ー
制
組
織
…
事
業
部
制
組
織
よ

り
も
さ
ら
に
事
業
に
権
限
委
譲
し
、
独
立

性
を
高
め
た
疑
似
会
社（
カ
ン
パ
ニ
ー
）

で
組
織
を
編
成
し
た
も
の
。
カ
ン
パ
ニ
ー
が
独
立
し

て
意
思
決
定
し
、
収
益
責
任
を
も
つ
た
め
、
迅
速
な

意
思
決
定
と
戦
略
実
行
が
図
れ
、
次
世
代
の
経
営
者

育
成
が
や
り
や
す
く
な
る
一
方
で
、
カ
ン
パ
ニ
ー
が

別
会
社
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に
な
る
た
め
、
交
流
が

し
に
く
く
な
り
、
会
社
と
し
て
の
一
体
感
を
保
ち
に

く
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

・
マ
ト
リ
ク
ス
型
組
織
…
機
能
と
事
業
の
二
軸
を
縦
と

横
で
組
み
合
わ
せ
て
網
の
目
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
組

織
。
機
能
と
事
業
の
二
つ
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。
機
能
・
事
業
間
の
情
報
共
有
、
課
題
へ
の
柔

軟
対
応
が
で
き
人
的
・
技
術
的
交
流
が
し
や
す
く
な
る

一
方
で
、
指
揮
命
令
系
統
が
複
雑
に
な
る
こ
と
で
現
場

が
混
乱
し
、
責
任
の
所
在
が
曖
昧
に
な
り
意
思
決
定

の
調
整
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
る（
図
表
２
）。

こ
こ
ま
で
み
た
通
り
、
ど
の
組
織
に
も
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
と
き
に
は
機

能
別
組
織
か
ら
事
業
部
別
組
織
に
し
た
も
の
の
、
機
能

別
組
織
に
ま
た
戻
す
と
い
っ
た
大
き
な
再
編
成
を
行
う

会
社
も
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
経
営
史
学
者
で
あ
る

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
は「
組
織
は
戦
略
に

従
う
」と
提
唱
し
ま
し
た
が
、
完
璧
な
組
織
は
な
く
、

環
境
変
化
や
事
業
の
目
的
な
ど
に
よ
っ
て
流
動
的
に
見

直
さ
れ
、
形
を
変
え
て
い
く
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

次
回
は
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。

※ 全産業の企業規模（10人以上）計・男女計・学歴計の労働者数から筆者が計算

研究開発本部 製造本部

経営者

営業本部 管理本部

情
報
シ
ス
テ
ム
部

法
務
課

総
務
課

営
業
部

営
業
推
進
部

営
業
企
画
部

品
質
管
理
部

Ｂ
工
場

Ａ
工
場

製
造
設
計
部

製
造
開
発
部

基
礎
研
究
部

出典：筆者作成

図表2　�マトリクス型組織

図表1　�機能別組織

研究開発

A部門事業

スタッフ

営業

製造

機能
B部門 C部門

出典：筆者作成
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第60回

今
回
は
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。
前
回
取
り
上
げ
た「
組
織
※１
」と
同
様
に
、
日

常
的
に
使
っ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、
あ
ら
た
め
て
い
わ

れ
る
と
何
か
説
明
し
に
く
い
用
語
か
と
思
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
定
義
は
一
定
で
は
な
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
定
義
は
、『
日
本
大
百
科
全
書
』

（
小
学
館
）
で
調
べ
る
と「
分
有
さ
れ
た
目
標
・
目
的
に

向
け
て
、
フ
ォ
ー
マ
ル
に
組
織
化
さ
れ
た
り
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
に
結
集
し
た
人
々
の
集
合
的
努
力
を
動
員

す
る
地
位
を
獲
得
し
、
そ
の
役
割
を
積
極
的
に
遂
行
す

る
行
動
・
過
程
を
い
う
」と
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
定

義
で
は
あ
り
ま
す
が
、少
々
わ
か
り
に
く
い
の
で
、『
日

本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
を
見
る
と
、
リ
ー
ダ
ー
は

「
先
頭
に
立
っ
て
み
ん
な
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
く
人
」
で

あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
「
リ
ー
ダ
ー
の
地
位
・
職

責
。
力
量
・
統
率
力
」と
あ
り
ま
す
。
最
近
、
話
題
の

Ａ
Ｉ
※2
に
試
し
に
聞
い
て
み
る
と
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
定
義
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、一
般
的
に
は
組
織
や

チ
ー
ム
を
目
標
に
導
く
能
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。」と

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

複
数
の
定
義
を
並
べ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
定
義
は

決
し
て
一
定
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
定

義
の
線
を
引
き
ま
し
た
が
、
こ
の
部
分
だ
け
で
も
、
能

力
（
力
量
・
統
率
力
）、
プ
ロ
セ
ス
（
行
動
・
過
程
）、

責
任
（
地
位
・
職
責
）と
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
必
要

な
要
素
に
い
く
つ
も
の
見
方
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
点
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
議
論
で
じ
つ
に
議

題
に
の
ぼ
る
部
分
で
、代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
し
て
い
る
資
質
と

す
る
特
性
理
論
や
、
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
人
の
行
動
パ
タ
ー
ン
で
判
断
さ
れ
る
行
動
理
論
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
状
況
や
条
件
に
影
響
を
受
け
る
と

す
る
状
況
適
用
理
論
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
理

論
は
提
唱
さ
れ
た
時
系
列
で
並
べ
て
い
ま
す
が
、
当
初

は
資
質
な
の
で
後
天
的
に
習
得
す
る
の
は
む
ず
か
し
い

と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
時
代
を
経
て
、
習
得
で
き
場

合
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
点

は
変
遷
と
し
て
押
さ
え
て
お
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
反
対
語
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー

シ
ッ
プ
と
い
い
、
主
体
的
に
リ
ー
ダ
ー
を
支
え
、
組
織

に
貢
献
す
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る
点
も
押
さ
え
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

理
想
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
何
か

と
こ
ろ
で
、
し
ば
し
ば「
上
司
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
」と
い
っ
た
よ
う
な“
あ
る
べ
き
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
論
”
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
じ
つ
は
何
が
理
想
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
か
も

「リーダーシップ」

※１　�本連載第 59回（2025 年 7月号）「組織」をご参照ください。�
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202507/index.html#page=56 ➡️

※2　�ここではMicrosoft 社の Copilot を使用。コンサルティングでも調査や資料作成
で使用する機会が増えてきた
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エルダー

絶
対
的
な
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。特
性
理
論
の
な
か
で
は
、

中
国
の
孔
子
は『
論
語
』※3
の
な
か
で
資
質
と
し
て“
人

徳
”
が
重
要
と
述
べ
て
い
る
一
方
で
、
イ
タ
リ
ア
の
マ

キ
ャ
ベ
リ
は『
君
主
論
』※3
で“
冷
徹
で
、
目
的
の
た
め

に
は
手
段
を
選
ば
な
い
姿
勢
”が
重
要
と
、
異
な
る
こ

と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

行
動
理
論
で
み
て
い
く
と
、
代
表
的
な
も
の
に
Ｐ
Ｍ

（
ピ
ー
エ
ム
）理
論
※ 4
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
必
要
な
行
動
を
「
Ｐ
：
目
標
達

成
」（
目
標
を
掲
げ
計
画
を
立
て
達
成
に
導
く
）と「
Ｍ：

集
団
維
持
」（
組
織
の
人
間
関
係
を
良
好
に
し
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
）
の
二
つ
の
軸
で
分
け
、
Ｐ
と

Ｍ
の
う
ち
、
強
く
行
動
と
し
て
発
揮
で
き
て
い
る
状
態

を
大
文
字
、
弱
い
方
を
小
文
字
で
表
現（
Ｐ
Ｍ
型
・
Ｐ

ｍ
型
・
ｐ
Ｍ
型
・
ｐ
ｍ
型
）で
類
型
化
し
ま
す
。
二
つ

の
軸
が
強
く
発
揮
で
き
て
い
る
状
態
を
Ｐ
Ｍ
型
と
し
、

理
想
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
し
ま
し
た
。
一
方
、
状

況
適
用
理
論
の
代
表
的
な
も
の
に
Ｓ
Ｌ
（
エ
ス
エ
ル
：

Situational Leadership

）
理
論
※ 5
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ス
タ
イ
ル
を
具
体
的

な
指
示
命
令
を
与
え
る「
指
示
型
」、
相
手
の
理
解
を

う
な
が
し
納
得
さ
せ
る
「
説
得（
コ
ー
チ
）型
」、
相
手

を
支
援
し
協
力
し
な
が
ら
意
思
決
定
す
る「
参
加
型
」、

相
手
に
権
限
委
譲
し
主
体
的
に
行
動
さ
せ
る「
委
任
型
」

に
分
か
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
れ
が
正
し
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
相
手
や
組
織
の
状
況
に
応
じ

て
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
の
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま

す
。い

ま
ま
で
述
べ
た
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
上
司

か
ら
部
下
へ
ど
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て

い
く
か
の
視
点
に
立
っ
て
い
ま
す
が
、
異
な
る
視
点
の

も
の
に
サ
ー
バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
理
論
※6
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
は
サ
ー
バ

ン
ト（
奉
仕
者
）と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、

相
手
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
こ

で
は
リ
ー
ダ
ー
が
指
示
を
し
た
り
強
い
姿
勢
で
相
手
を

導
く
よ
り
も
、
相
手
の
話
を
傾
聴
・
共
感
し
信
頼
関
係

を
築
い
た
う
え
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
相
手
に
と
っ
て
必
要

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
主
体
的
な
行
動
と
成
長
を
う
な

が
す
の
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
論
自
体

は
新
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個
人
が
自
律
的

に
行
動
す
る
組
織
の
ほ
う
が
昨
今
の
激
し
い
環
境
変
化

に
対
応
し
や
す
い
た
め
、近
年
再
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
社
員
こ
そ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を

企
業
に
属
し
て
い
る
と
、
役
職
定
年
や
定
年
退
職
に

よ
り
、
一
定
年
齢
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
割
か
ら
解
か

れ
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
、
そ
れ
を
機
に
シ
ニ
ア
社
員

は
人
を
導
く
立
場
か
ら
退
き
、
後
方
支
援
へ
と
意
識
が

変
わ
り
が
ち
で
す
。
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連

合
会
の「
高
齢
社
員
の
さ
ら
な
る
活
躍
推
進
に
向
け
て
」

調
査（
２
０
２
４
年
）に
よ
る
と
、
企
業
が
高
齢
者
雇

用
に
お
い
て
課
題
と
感
じ
て
い
る
項
目
（
複
数
回
答
）

の
上
位
１
・
２
位
は
「
高
齢
社
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
87
・
９
％
）」、「
技
能
伝
承

と
貢
献
者
育
成
（
77・２
％
）」と
い
っ
た
状
況
で
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
に
は
至
っ
て
い
な
さ
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
し
ば

し
ば
混
同
さ
れ
ま
す
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
組
織
の
目

標
達
成
の
た
め
に
人
に
指
示
し
、
経
営
資
源
を
管
理
・

運
営
す
る“
役
割
”
を
さ
す
た
め
、
個
人
の
“
資
質
”や

“
能
力
”、“
行
動
”
な
ど
に
依
拠
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
役
割
を
終
え
て
も
、
例
え
ば
、
現
場
で
の
若
手
社
員

の
育
成
支
援
、
人
脈
と
経
験
を
活
か
し
た
組
織
の
調
整

役
、
自
身
の
得
意
分
野
で
の
業
務
推
進
、
困
難
な
案
件

支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発

揮
の
場
が
あ
り
、
年
齢
に
関
係
な
く
発
揮
で
き
ま
す
。

「
後
進
に
譲
る
」と
い
う
考
え
方
よ
り
も
、「
後
進
が
成

長
す
る
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
」と
い

う
視
点
を
持
つ
こ
と
で
、
シ
ニ
ア
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
企
業
が
シ
ニ
ア
社
員

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
を
積
極
的
に
う
な
が
す
こ
と

は
、
組
織
の
活
性
化
や
持
続
的
成
長
に
も
つ
な
が
る
重

要
な
取
組
み
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

＊　
＊　
＊

次
回
は
、「
障
害
者
雇
用
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

※3　『論語』は紀元前５世紀ごろ、『君主論』は16世紀に書かれているといわれている
※4　日本の社会心理学者である三

み
隅
すみ
二
じゅ
不
う
二
じ
により1960年代に提唱

※5　アメリカの行動科学者ポール・ハーシーと組織心理学者のケネス・ブランチャードによって1970年代に提唱
※6　アメリカのロバート・K・グリーンリーフによって1970年代に提唱




